
 

議事録 会議名 朋有小学校・西巣鴨中学校校舎一体型小中連携校および総

合体育場の整備等を考える会（第 4 回学校施設検討部会） 

議 題 

1 第４回学校施設検討部会の到達点 
2 これまでの意見とその傾向 
3 基本方針・整備方針（案） 
4 意見交換 

日 時 令和 7 年 10 月 31 日（金） 18：30～20：00 
場 所 西巣鴨中学校 体育館 

 
出席者数 

代田部会長（朋有小学校 PTA 会長）、他委員 21 名 
事務局（学校施設課）4 名 
支援事業者：9 名 

会 議 内 容（要 旨） 
＜会の概要＞ 
1. 第４回学校施設検討部会の到達点 
・第 4 回学校施設検討部会の到達点としては、基本方針のこんな学校にしたいと整備方

針のこんな風につくりたいについて意見交換を行い、部会として意見を取りまとめる

ことである。 

 
2．これまでの意見とその傾向 

・これまでの学校施設検討部会・子どもワークショップ・アンケート（地域・保護者・

教職員）・ファーマーズマーケットでの意見とその傾向について共有する。 
（学校施設検討部会） 
・三校連携を大切したいという視点で、巣鴨小も含めた連携、三校連携を促進する

場所や西巣鴨中学校の移転による巣鴨小学校区への配慮等について意見があっ

た。 
・交流と安全を両立させるセキュリティとゾーニング計画という視点では、学校施

設の安全安心・防災機能・地域交流を促進させる地域拠点としての役割や地域と

学校のセキュリティの区分け等への意見があった。 
・主体的な学びの場を実現するために必要な環境の創出という視点では、校庭等、

各機能の面積の確保・教職員の執務環境の向上・学びの用途に合わせた柔軟な場

所づくり・バリアフリーの実現への意見があった。 
・傾向としては、三校連携や、安全安心の環境、主体的な学びの場などの学校づく

りの基盤となる期待が大きい。 
 

 （子どもワークショップ） 
  ・朋有小学校、巣鴨小学校、西巣鴨中学校の児童生徒たちを対象に、毎日行きたく

なる学校について考えてみようというテーマでワークショップを行った。 
・便利が遊びを楽しくするという視点で、空間の有効活用による遊びの広さの確



保、遊び時間の確保等への意見があった。 
・多様性が楽しめる学校という視点では、目的に使用できる場所、色々な国の料理

が味わえるインクルーシブな施設環境等への意見があった。 
・運動と勉強が両立できるという視点では、調べ学習に対する期待（学校図書館の

動線）や体育館以外の体を動かすことのできる場（昼休み・授業・部活）に対す

る期待への意見があった。 
・傾向としては、「興味があることに時間を使いたい」という、主体的な学びの時

間への期待と、西巣鴨中学校ブロックに住んでいるからこそ感じる多様性を楽し

める学校への期待が大きい。 
 

 （アンケート） 
・現在の学校のいいところ、改善点と新しい施設に期待することを質問事項とし

た。 
・学校のいいところという視点では、学校図書館（落ち着いて読書できることに対

する評価）・児童生徒が楽しく生活できる・教職員と児童生徒の関係について意

見があった。 
・学校の改善点という視点では、特別教室が狭い・バリアフリー未対応・プールに

日除けがない等の意見があった。 
・新たな学校に期待することという視点では、ICT 設備の充実・地域に開かれた学

校・防災機能の強化・小中連携の促進について意見があった。 
・傾向としては、地域からは、地域拠点施設としての役割や防災機能への期待が高

い。保護者からは、学校図書館の充実や放課後の居場所作りへの期待が高い。教

職員からは、教職員同士の連携に対する期待が高い。 
 

 （ファーマーズマーケット） 

・学校と総合体育場に求める機能・ありたい姿をテーマとして扱った。 

・子育て世代からは、子どもたちの安全安心に対する期待の視点で、子どもを安心し

て通わせられる環境について意見があった。また、プログラミング・英語教育・自

然体験等の最先端教育への期待が意見としてあった。 

・子育て世代以外からは地域開放機能の充実の視点で、学校や総合体育場のスポー

ツ機能の開放・全世代が使える施設への意見があった。また、防災拠点機能の強化

への意見があった。 

・傾向としては、子育て世代からは、安全安心な環境・最先端教育に対する期待が大

きい。子育て世代以外からは、多世代の居場所や地域拠点として安全安心に配慮し

た開放に対する期待が大きい。 

 

3．基本方針・整備方針（案） 

・基本方針・整備方針（案）はこれまでの意見や、➀子育て世代の流入による子ども

たちの子どもたちが安全安心に過ごせる環境の整備への期待、➁ 中心市街地/多

様性による外国籍の人との交流・インクルーシブな施設環境への期待、➂スポーツ



施設との隣接による地域に開かれた施設への期待、④イケ・サンパークとの隣接に

よる防災拠点としての連携強化の 4点をふまえて作成した。 

・基本方針（案）は、下記。 

➀三校連携を大切にし、子どもたちの主体的な学びを育む学校 

➁多様性を大切にする学校 

➂地域と一体になって子どもたちを育む学校 

④子どもたちや地域の人々が安心・安全に過ごせる学校 

 

４．意見交換 

・学校施設の充実が前提として、地域の連携や防災機能の充実について提言したい。 

・現状の具体的な建物形状や配置はどのようになっているか。 

→【支援事業者】 

小中の校庭を地上に両方設けると建物がかなり高層化する。小学校の校庭を 3・4

階に設けながら連続性のある計画をしていきたいと考えている。具体的な建物配

置や形状は次回の全体会で議論する。 

・空間の具体的なイメージが伝わる表現としたい。 

→【事務局】提言書策定段階で言葉の表現は検討する。 

・先進的な学びとは、何を想定しているのか。 

→【事務局】提言書策定段階でイメージが伝わるように表現は検討する。 

・巣鴨小学校への意見について、検討するではなく整備してほしい。 

→【事務局】提言書策定段階で言葉の表現は検討する。また、実際に巣鴨小学校校区の

端から歩いてみると地形にアップダウンがある。門の配置等含めて検討

していきたい。 

・教職員アンケートについて、運動の場への期待が大きい。運動する空間の充実や総合体

育場の利用など子どもたちの運動の環境を充実する工夫をしたい。 

→【事務局】複合施設としての基本方針の中で総合体育場との相互利用について触れて

いきたい。 

・考える会として譲れない部分を提言したい。現状は今後 10 年の学びの場を維持できる

か不安もある（運動会の様子）。特に校庭に関してはしっかりと提言したい。 

→【事務局】全体会のなかで校庭の具体的な面積等についても示していく。 

・非常に難しいプロジェクトになっている。優先順位をつけて実現させていきたい。 

 

（学校全体―設えについて） 

・地域の象徴や環境の配慮や未来に向けた観点として、地域の伝統の継承にも繋がる

ようなアート等を設けたい。 

 

（学校全体―機能について） 

・算数の少人数指導、日本語学級、外国語、理科等の教科担任制、教育相談、今後の不

登校対策支援への対応等、多目的に利用できる教室（マルチルーム）をできるだけ多

く整備したい。子どもが減っても教室数が必要。 



・放課後の居場所（スキップ）について、利用人数が増えている現状。十分に受け入れ

可能・居場所を用意したい。 

・現状、スキップは低学年利用が多い、高学年は区民ひろばの利用。放課後の居場所が

点々と移動している。 

・地域開放事業、生涯学習事業・スポーツ振興についても記載したい。 

 

（諸室・共用部―管理諸室） 

・コミュニティスクールの実現含め、管理・運営機能について記載したい。 

 

（諸室・共用部ートイレ） 

・広さを確保し、オストメイトや年齢関係なく利用できるおむつ台を整備したい。 

 

（体育施設等―体育館） 

・体育館 2 面をつなげるくらいの大きな体育館であれば避難機能やイベント活用も向

上する。中央に区切りを入れることで、普段の活用は対応できる。 

・多目的な活動が可能な空間を整備してほしい。 

 

（体育施設等―プール） 

・25M/50Ｍ長さで区切る等の工夫ができないか。 

・空調を整備し、閑散期にも多目的に利用（部活動等）できる設えとしたい。 

 

（屋外―校庭、その他） 

・小学校校庭と半地下空間の活用やスキップ的な造り（機械室・特別教室等）で中学校

校庭と完全に分離しないようなつくりができないか。 

・現状は狭い。小中の時間割が異なることによる相互利用が難しい。また、スキップの

活動と部活動が同時に行った際の安全性の確保への懸念がある。 

・屋上校庭でも運動会が可能な面積を確保してほしい。 

・時間割が違う中でもお互いの活動が見えるようにできないか。 

・現状の運動会は二部制で、応援等がしにくい。かなり広い校庭が必要だと考える。本

当に確保・運営できるのか。 

・校庭の一体利用をどうするか考えたい。 

・将来の人口推移はどのようになるか。 

→一度減少するが、再び増加する傾向。人口推移を考慮して設計を行う。今後も外国

人含めて緩やかに増加。幼少人口について再開発の影響により増加の傾向。減少傾

向になっても用途移転利用含めてできるように計画する。 

・現状、校庭を借りる検討をしている。費用や時間制限（8 時～10 時）もある。相互利

用に関しては互いの運営含めて検討してほしい。 

・屋上校庭は何階になるのか。 

→現状は 2～4階になると考えている。具体的な配置については全体会で議論してい

ければと思う。 



 

（巣鴨小学校に関する意見） 

・通学の環境の改善をしてほしい。 

次回日程 11 月下旬開催予定（別途お知らせいたします。） 
 


